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プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 フィールドワーク体験活動 希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 5人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 ２０２４/７月～１２月 主な活動予定場所 東京都／秋田県

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 活動終了後算定

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

A53

花火について深く学び、花火の魅力を極める

蔭山達矢

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

なし

特になし

大曲の花火 https://www.oomagari-hanabi.com/

 日本花火鑑賞士会 https://hanabi-jafa.jp/

参加する

花火について深く学び、体感し、花火に対する思いを具体化するなど総合的なアプローチを通じて、参加者に花火の魅
力を極めていただきたい。

本プログラムでは、過去３年間実施してきた体験活動プログラム「日本の伝統文化である花火について知り、花火について考える」に参加したみなさん、花火を深く学んでみたいみな
さんや花火鑑賞士の資格取得を目指してみたいみなさん向けに特別な体験活動プログラムを用意しました。

本年度実施予定の体験活動プログラム「花火について学び、花火をデザインする」とも一部連動して、活動を行います。
（本プログラムが追加募集された場合、両プログラムに参加することも可能です。）

本プログラムの実施にあたっては、花火鑑賞士会のみなさんや本職の花火師の皆さんにもご協力いただき、講師やアドバイザーとして参加いただきます。

花火について深く学び、体感し、花火に対する思いを具体化するなど総合的なアプローチを通じて、参加者に花火の魅力を極めていただけるようプログラムを提供し、併せて「花火鑑
賞士」の資格取得を目指します。

なお、10/5（土）、6（日）に参加できる方を優先して採用します。

活動を主に次の３つのパートに分けて実施します。
1)花火について深く学ぶ（オンラインもしくは実地）　８～９月　数回
　・花火レクチャー(①花火の歴史、②花火の種類、③花火の製作、④花火の技術、⑤花火鑑賞方法　等）

2)花火を体感する（実地)
　・線香花火作成体験　９月頃　※希望者
　・花火関係展示施設見学
　・花火大会鑑賞　※10/5（土）　大曲の花火　－秋の章－「花火芸術祭」への遠征を予定。　（10/5の宿泊先を早めに確保のこと。）

3-1)花火鑑賞士の資格を取得する。
　10/6（日）に秋田県大仙市（大曲）にて試験実施予定。
　※８月上旬募集要項発表、受験料7000円（2023年）。

3-2)花火に関するアイディアを具体化する。
　８～11月　５回程度
　昨年度までに体験活動プログラム「日本の伝統文化である花火について知り、花火について考える」に参加した者で、グループ別研究課題でまとめアイディアを具体化するよう活動
を行います。
その際、本年度の体験活動プログラム「花火について学び、花火をデザインする」の参加者との共同作業で、実施に向けた活動を行うことも視野に入れています。

１２月頃には、成果報告会なども実施する予定です。

７月中・下旬にガイダンスを実施しますので、必ず参加してください。（日程が決まり次第、募集要項に追記します。）
※ガイダンスの際にも説明しますが、７・８月に開催される花火大会などに自主的に足を運ぶようにしてください。
※8/31（土）全国花火競技大会～大曲の花火への遠征を希望する者は、早めにご相談ください。

このプログラムを通じて、花火の多面的な魅力を学び、体感し、参加者が新たな視点から花火文化に触れ、独自のアイディアを発揮できるようプログラムを展開します。素晴らしい花
火の世界を体験しましょう！

56,000～８0,000円(プログラムの進行による)

10,000～18,000円

34,000～50,000円

12,000円程度（花火鑑賞士受験料、花火大会指定席料）


